
廣徳寺大御堂（比企郡川島町）
　 こうとくじ　 　おおみどう

　　　　　　　真言宗豊山派大御山西福院廣徳寺とある



　　　　仁王門





　　　　　　左手前方が大御堂







　　　　重要文化財 大御堂とある





　　鎌倉時代初め、北条政子が美尾屋十郎廣徳の冥福を祈って建立したと伝えられる/室町時代後期再建



　　　　　頭貫、木鼻の絵様繰形等に地方的な特色を見せる、関東地方には数少ない禅宗様の仏堂として貴重な遺構という





























　　　さて、さまざまな石造物もある













         左手の石碑には「美尾屋十郎廣徳之碑」とある



　　大御堂復元記念碑





　　　当地の館主であった美尾屋十郎廣徳の末裔が廣徳を偲び江戸時代中期に詠んだ歌が刻まれている







　　他にもさまざまな石造物があった























　　　　1648年建立の御影堂/昭和59年に大改修している











　　　ここは廣徳寺近くの熊野神社



　　ここにもさまざまな石造物がある



参考ホームページ

http://www.knet.ne.jp/~ats/t/jinja/t3/kotoku.htm

インターネットより

http://www.knet.ne.jp/~ats/t/jinja/t3/kotoku.htm

